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説

苑

京
都
市
に
於
げ
ろ
家
賃
の
統
計
的
研
究

第
十
七
巻

(第
五
號

一
二
〇
)

七

…
八

京
都
市
に
於
け
ろ
家
賃
の
統
計
的
研
究

岡

崎

丈

規

私
は
本
誌
前
々
號
に

「
シ
ュ
ワ
ー
べ
の
法
則
」
ε
題
し
て
、
家
賃
に
關
す

る
統
計
的
研
究
を
試
み
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
論
じ
て
意
に
充
た
ざ
る
黙
ε
論
じ
残
し
だ
問
題
ε
が
め
る
の
で
、
今

こ
、
で
其

の
補
論
セ
書
く
こ
.

ぜ

、
す
る
。

前

々
號
に
掲
げ
ら
れ
だ
る
圖
表

(経
済
論
叢
、
第
十
七
雀
第
↓二
號
第
百
八
頁
参
照
)
を
見
て
、
何
よ
り
も
先
づ

私
共

の
注
意
を
引
く
黙
は
、
月
収
六
拾
圓
か
ら
百
蔵
拾
圓
に
到

る
問
は
、
月
収

に
謝
す

る
家
賃

の
比
率
を
示
し
把

曲
線

が
比
較
的
滑
ら

か
に
蓮
下
し
て
み
る
の
に
反
し
て
、
其
の
前
後
に
於
て
は
其

の
曲
線
が
飴
り
に
眠

い
凹
凸
を

示
し
て
み
る
こ
ε
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
曲
線
そ
の
も
の

、
性
質
に
依
る
ビ
断
定
す

る
前

に
、
材
料
に
何
等
の
不

備
鮫
黙
な
き
か
否

か
を
十
分
に
確

め
る
必
要
が
あ
る
。
試
み
に
こ
の
黙
を
材
料
(
同
誌
、
同
巻
、
同
號
、第
百
七
頁
参

照
)
に
就

い
て
検

し
て
見
る
ε
、
月
牧
六
拾
圓

に
於
け
る
観
察
藪
は
七
〇
で
あ
っ
て
、
月
牧
が
増
加
す
る
に
憲
じ

て
観
察
激
ぽ
次
第

に
減
少
し

つ
、
月
収
百
武
拾
圓
に
到

っ
て
観
察
数
は
四
二
を
示
し
て
み
る
。
反
之
、
百
武
拾
圓

以
上
の
月
牧
級
に
於
て
は
、
其

の
蜆
票
数
は
頗

る
貧
弱
で
あ

っ
て
、
月
牧
威
百
圓
以
上
に
於
て
殊
に
其
れ
が
甚
し

い
。
観
察
数

の
極
め
て
僅
少
な
も
の
＼
李
均
は
李
均
ご
し
て
の
債
億
を
有

つ
事
が
山
塞
な
い
。
少
な
く
ε
も
大
数

に
基
く
半
均
に
射
し
て
、
之
を
同
列
に
取
扱

ふ
こ
`
は
危
険
で
あ
b
、
ま
た
無
理
で
も
あ
る
。
該
研
究
に
於
て
、



馬

観

察
藪

の
比
較
的
多
数

の
場
合
に
は
、
其
.の
曲
線
が
滑

か
に
進

ん
で
み
る
に
關
せ
す
、
観
察
藪
の
乏
し
き
個
所

に

杢

っ
て
曲
線
が
急

に
烈
し
い
凹
凸
を
示
し
て
み
る
の
は
、
官
ふ
迄
も
な
く
、
高
き
収
入
級
に
於
け
る
李
均
敷
が
雫

.

均
値

ピ
し
て
役
立
だ
な
い
迄

に
其
の
観
察
数
に
乏
し
い
ε
盲

ふ
こ
ε
が
、
少
な
く

ε
も

一
つ
の
原
因
を
な
し
て
み

る
の
も
巴
見
る
こ
ε
が
出
來

る
。
そ
.こ
で
あ
、の
方
法
に
依

っ
て
得
た
る
結
果
は
、
月
牧
六
拾
圓
乃
至
百
武
拾
圓
の

・範
園
"
考
察
を
局
限
す

る
こ
ε
が
穏
當

で
め
る
。
百
戴
拾
圓
以
上
の
範
園
に
謝
し
て
は
遽
か
に
正
確
な
る
断
定
を

血
(
へ
る
こ
ε
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
高
き
牧
人
級
に
於
け
る
観
察
厳
が
極

め
て
少
な

い
所

の
こ
の
不
備

.

な
材
料

に
依

っ
て
、
其

の
考
察

の
結
果
を
も

つ
ご
匿

い
範
關
i

少
な
く
ε
も
材
料
ε
し
て
取
b
入
れ
ら
れ
た
全

部

の
月
敗
級
に
迄
こ
れ
を
適
用
し
よ
う
ご
す
る
な
ら
ば
、
他
に
適
當
な
る
新
ら
し
い
方
法
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
.
.

そ
こ
で
私
は
、
従
前

の
様

に
各
月
牧
級
を
各
別
に
取
扱
ふ
こ
ε
を
壌

め
て
、
加
算
的
月
版
級
な
る
も
の
を
作
り

・之
に
依

っ
て
牛
蘭
月
牧

に
封
ず

る
平
均
家
賃
の
比
率
を
算
出
す
る
の
で
め
る
。
.加
算
的
月
牧
級
ε
は
、
例

へ
ば
、

月

牧
四
拾
圓
迄
の
世
帯
敷
は
二
四
で
、
四
拾
膏
圓
75
至
四
拾
五
圓

の
世
帯
数
が
二
三
で
あ
る
場
合
、
四
拾
圓
迄

の
世

帯

撒
は
二
四
で
、
四
拾
五
圓
迄

の
世
帯
撒
は
二
四
ご
二
三
ざ
を
加

へ
た
る
合
計
四
七

で
あ
る
。
ま
た
月
牧
に
封
ず

.

る
家
賃
の
比
率
は
、
例
.へ
ば
四
拾
圓
迄
の
場
合
に
あ
っ
て
は
月
敗
総
額
入
六
五
圓

で
家
賃
総
額
一
一〇
四
圓
を
除
し

て
得

た
る
商
馬
○
.
二
三
大

で

あ

り
、
四
拾
五
圓
迄
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
四
拾
圓
迄
の
月
牧
額
総
八
⊥
八
五
圓
ご

.

四
拾
登
園
乃
至
四
拾
五
圓

の
月
牧
総
額
九
六
二
圓
蓬
の
合
計

　
、
八
二
八
圓
で
、
四
拾
圓
迄
の
家
賃
総
額

二
〇
四

圓

ε
四
拾
登
園
乃
至
四
拾
五
圓
の
家
賃
総
額

　
八
八
圓
こ
の

合
計
三
九
二
圓
を
除
し
て
得
た
る
商
○
・
二

　
四
で

説

苑

京
都
市
に
於
げ
ろ
家
賃
の
統
計
的
研
究
.

第
十
七
巻

(第
五
號

「
二

一)

七

一
九
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.

読

苑

.京
都
市
焔
於
げ
る
家
賃
の
統
計
的
研
究

第
+
七
雀

(第
五
號

=
三
)

・七
二
Q

∵
あ

る
。

こ
れ
は

月
牧

級
を
各
別

に
取
扱

ふ
場

合

ε
は
.多
少

そ
の
趣

を
異

に
し
て
み
る
け
れ
共
、
材

料

そ
の
も

の

に

お既
述

せ

る
如

き
歓
黙

が
あ

る
際

に
は

、

こ
の
方
.注

に
よ

っ
.て
始

め
て
、
月
牧
額

を
異

に
す

る
に
慮

じ

て
、
.月
収

ε

の
關
係

に
於

て
家
賃

は
如

何
な

な
比

率

を
示
し
.、
如
何
な

る
曲
線

を
描

く
か
を

、
全
部

の
月
牧
級

に
亘

っ
て
之
を

、晶
観
察

す

る
こ
ざ
が
山
來

る
。

こ
の
方
法

の
敷
學
的
根
接

は
、

"

-
唾

　

ば

唾

-

蕪

℃
雪

一、

琳

鑑

　

ば
鳶

繋

…

か
・
…

.

こ
の
方
法
に
依

っ
て
獲
た
る
結
果
は
左
の
通
b
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
左
に
掲
げ
π
圖
表
に
於
て
明
瞭
で

-あ
る
如
く
、
前
の
方
法
に
よ

っ
て
獲
た
る
結
果
よ
り
は
、
牧
人
に
撤
す
る
家
賃

の
比
率
が
牧
人
が
増
加
す
み
に
俘

Lれ

て
一
.層
滑
ら
か
に
減
少
し
て
み
る
こ
ご
を
看
取
す

る
こ
ご
が
出
来
る
。

銘

一
表

嘉
節
市
の
家
賃
統
計

刀

・

【世
墜

・
轟
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・
轟
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故

里
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欝
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廿
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四
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二
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入
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圓
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三
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「
、
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一
δ
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一
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て
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六
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0
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五
一
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一
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、　
三

一
一
四
、
六
二
二

四
〇

三

、茜

(
.

西

、
四
〇
七

一
四
、
命

四

一
雫

三
四
A

蓋

、
彗

一
五
、拠
金

「
内
、
三
賢兄

=
　
、
喜

九

一
穴
、
≦

ゼ

一
六
、
(
〈
訂　

一六
、右

四
.

署

δ

壺

O
・
一
茜

　

O
・
三
四
.

〇
二
至

0
・
藝

〒

〇
二
巴

」

〇
二
百
.

〇
二
発

〇
上
覧

ロ
二
四
(
「

?

西
聖

0
・
西
九
」

〇
二
四
A

O
・
西
く
.

シ

ュ
ワ
ー
べ
の
法

則
そ
の
も

の
が

さ
う

で
あ

る
が
、
私

の
研
究

も
職

業

に
關
…し

て
は
何
等

の
産

別
を
設

け
な

い
・

で
、
月

牧
額

の
み
を

持

っ
て
、
其

の
月
牧
級
を
群
類

し
た

の

で
あ

る
。

盲
は

ゴ
概
猪
的

な
観
察
方

法
な

の
で
あ
る
・

こ
れ
は

こ
れ

ご
し
て
償
値

の
あ
る
こ
ε

に
は
蓮

ひ
な

い
が

、
・
之
を
職
業

別

に
、
分
化
的

に
研
究

す

る

こ
ご
も
亦

、

同
様

に
肝
要

で
あ

る
。
何

故
な
ら
ば

、
人
間

の
生
活
は
職

業

に
よ

っ
て
共

の
生
活
形
式

が
自

か
ら
異

っ
て

み
る
か

ら

で
あ

る
。
例

へ
ば

、
勢
働
者
は
外

見
を
飾

る
必

要

が
少

な

い
か
ら
、
吸

入
が
増

加
し
て
も
、
衣
服
費

や
住
居

費
」

に
向

っ
て
よ
り
も
、
他

の
.職
業
階

級
よ
り
は

、

一
層

多
く

を
飲

食
費

に
向

っ
て
消
費

し

.
之
ε
反

封

に
、
會
肚

員

は
飲
食
費

に
向

っ
て
よ
り
も

、
住
居
費
或

は
衣
.服
費
.に
之

を
消
費
す

る
だ
ら

う

三

=口
ぶ

こ
ε
は
、
常
識

ご
.し

て
も
.

哉

一
苑

ギ

京
都
市
に
換
り

ろ
家
賃
の
統
計
的
研
究

第
十
七
港

(第
五
號

=

一三
)

七
二

一
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容
易

に
考

へ
ら
れ
る
こ
ε
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
家
賃
の
職
業
別
研
究
を
試

み
度

い
の
で
あ
る
。

家
賃
の
職
業
別
研
究
を
行

ふ
に
當

っ
て
、
先
づ
問
題
ε
な
る
の
は
、
職
業
を
如
何
に
旺
扮
す

る
か
ε
盲
ふ
ご
蔦

で
あ
る
。
こ

＼
で
は
、
京
都
市
杜
會
課
叢
書
第
十

一
緬

「
住
居
ε
家
賃
」

に
於
け
る
旺

分
に
從
ひ
、
教

育
者
、
會
.

肚
員
、
官
公
吏
及

び
労
働
者
の
四
職
業
に
匠
介
す

る
こ
ε

、
し
だ
。
ま
π
激
脊
者

ご
は
如
何
な
る
者
を
指

し
、
官
.

公
吏
ε
は
如
何
な
る
範
園
の
者
を
含
む
の
.で
あ
る
か
ε
言
ふ
や
う
な
こ
ご
も

「
住
居
ε
家
賃
」

の
例

に
倣

っ
て
之

を
決
定
し
た
。

(同
書
第
五
頁
参
照
)私
は
こ
の
匠

分
が
適
當
で
あ
ら
う
ご
考

へ
た
許
り
で
は
な
く
、
こ
の
匝
分
に

從
ふ
こ
ご
は
調
査
上
最
も
便
宜
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

左

に
其
の
結
果
を
掲
げ
る
。
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私
は
圖
表
に
し
て
之
を
左
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、
就
き
て
見
る
に
、
四
職
業
に
共
通
な
る
現
象
ば
.

00000000

A四E甌 穴 ヲく 七 七

、
何

れ
も

.

シ

ュ
ワ
ー

べ
の
法
則
を
飲

む

い
て
る
な

い
こ
蓬
で
あ

る
。
乍

併

、
其

の
曲

線

が
同

一
の
歩
調

に
於
て
進

ん
で

み
な

、い
ε
言

ふ

こ
ε
、
言

ひ
換

へ
れ
ば
、
概

括
的
研
究

の
場

合

に
於

け

る
曲
線

ε
必
ら
す

し
も
箏
行

し
て
み
な

い
で
、

四

つ
の
曲
線

は
塗
膿

ε
し
て
は
高

き
よ
り
低
き

に
同

一
の
方
向

に
進

ん
で
み
な
が
ら
、
各
特
異
な

る
形
態
を
具

へ

て
る
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
實

に
興
味

の
存

す

る
黙

で
あ
る
。
何

れ

の
牧

人
級
を
通
じ

て
見

る
も

、
牧

入
に
勤
す

る

家

賃

の
比
牽
は
勢
働
者

の
場
合

が

一
番
低

い
。

そ
れ
か
ら
官

公
吏

、
教
育
者

ざ
言

ふ
順
序

で
、
會
砒

員

が

一
番
高

い
。
思

ぷ

に
勢
働

者
は
住
居
費

を
最
少
限

度
に
切

つ
め
、
之

を
殆

ん
己
固
定

せ
し

め
て
、
設

へ
牧
人

が
増
加

し
よ

う

ε
も
、
之

や
住
居
費

に
割
く

こ
ε
を

し
な

い
の
で
あ
ら

う
。
官

公
吏

の
中

に
は
巡
査

ピ
か
鐵

道
省

の
雇
員

ε
か

・或
は
專
費

局
工
手
な
ざ

が
含
ま

れ

て
み
る
の
で
、
勢
働

者

に
次

い
で
、
住

居
費

の
割
合

が
貧

弱
な
の

で
あ
ら
う
。

「

之

ε
全

く
反
封

の
現
象

は
會
肚

員

の
場
合

に
於
て
見
ら

れ
る
。
外

見
を
飾
り

、
」門

戸
を
張

る
ε
言
ふ

ご
ε
が
彼
等

に
於

て
最

も
緊

要
な

の
で
あ
ら

う
。

シ
ユ
ワ
ー
べ
の
法
則
を
破
ら

な

い
範
園

に
於

て
、
牧

人
が
増

加
す

れ
ば
家
賃

を
増

加
し

て
み
る
の
で
あ

る
。
概
括

的
研
究

に
よ

る

シ
、ユ
ワ
ー

べ
の
法
.則

に
最
も
忠
實

な
の
は
何
ε
育

っ
て
も
激

L育
者

で
あ

る
こ
ご
が
知

ら
れ
る
。
.
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